
一
八
蒲
生
氏
〉
現
在
在
籍
会
員

一
一
O

一
名
。

一
般
会
計
九
六
万
円
、
う

ち
ウ
ェ

明
川
川

一
…
・
・
校

-
-

-
、
ん
い

一ス
ト
ン
祭
関
係
で
八
六
万
の
予
算
。

そ

l
i

F
H

〉

〉
〉

高

・

J

・

9
M

一

h
p山
次
川
船
脚
陥
院特
…

d
陪

ぺ
こ
の
他
毎
月
、
山
行
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

i
川
川

曜
い

口
生
本
制

・
ベ
ぐ

耕
…
九

一
八大
沢
氏
〉
在
籍
会
員
五
五
名
。

十
月

間
川
川
額
…
山
口晴明
仙
但

…
M
肋
蹄
…
…

一の
第
三
日
曜
に
金
峰
山
麓
金
山
平
で
木

川
川

滅
和
・
聞
と
て
会
…

語

譜
年
向
二
暮
祭
を
お
こ
な
う
。

川
川

を
昭
・
余

ζ

い
談
い
を

図

ω

動
子
二

川
川

賛
会
…
」

の

つ
懇

る

書
山
和
員
ユ
~

一
八山
本
氏
〉
十
一
月
第
二
土
・

日
曜
に

川
白
川蛤
崎
…
新
品
取
蝕
諸
問
時
鋪
台
前
…

一紅
葉
会
を
お
こ
な
う
。
今
年
は
十
九
年

州
山

員
本
大
助
誤

山

部
山
晃
岳
告
/
山

一目
に
な
り

、

婦
人
部
か
ら
も
参
加
申
込

"

州
会
日
の
伊
の
回
岳
回
文
山
報
ト
ご

婦

一

叙
村
聞

4

山

7

谷
本
務
ツ
ご
み
が
あ

る
。

夫
「
辻
新
第
第
日
会
カ
山

一

}
・1
2
7
l・t
-
i
L一
〈樋
口
氏
〉
昨
年
は
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ラ

旨
報
告
、

承
認
さ
れ
た
。

一
上
記
以
外
の
圏
内
に
在
住
す
る
も
の
は

一ト
ッ
ク
へ
遠
征
隊
を
出
し
、

「
東
海
山

昭
和
五
十
一
年
度
の
事
業
計
画
案
で

一三
O
O
O
円
お
よ
び
支
部
の
定
め
る
支

一岳
」
三
号
を
発
刊
。
七
十
周
年
記
念
講

は
、
日
印
合
同
の
カ
メ
ッ
ト
女
子
隊
が

一部
費
。
た
だ
し
、
会
費
減
額
者
は
「
山

一演
会
に
は
一
0
0
0
名
の
参
会
者
が
あ

四
月
二
十
九
日
に
出
発
す
る
こ
と
、

パ

一岳
」
お
よ
び
「
会
報
」
の
配
布
を
受
け

一
っ
た
。
パ
ミ

l

ル
学
術
隊
に
は
積
極
的

ミ
l

ル
・
コ
l

カ
サ
ス
に
学
術
登
山
隊

一る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一な
支
援
を
す
る
。

を
派
遣
す
る
こ
と
(
朝
日
新
聞
社
後

一
総
会
後
、

笠
原
潤
二
郎
(
岩
手
)、
藤

一
〈松
井
氏
〉

昨
年
十
月
に
七
十
周
年
記

援
)
な
ど
が
浜
野
理
事
か
ら
報
告
さ
れ、

一島
玄
(
越
後
)、
精
生
明
登
(
信
濃
)、

一念
山
岳
講
演
会
(
講
師
・
川
喜
田
二
郎

ま
た
、
日

本
山
岳
会
と
し
て
自
前
の
ル
一
大
沢
伊
三
郎
(

山
梨
)、

山
本
朋
三
郎

一氏
)
を
お
こ
な
い
盛
会
だ
っ
た
。
さ
ら

l

ム
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
準

一
(
静
岡
)、
樋
口
敬
二
(
東
海
)、
松
井

一に
「
岐
阜
山
岳
」
三
・

四
号
を
発
刊
。

備
を
慎
重
か
つ
早
急
に
お
こ
な
う
旨
報

一辰
弥
(
岐
阜
)、
中
田
清
兵
衛
(
富
山
)

一六
月
の
白

山
集
会
の
概
略
を
説
明
。

告
が
あ
り
、

次
に
報
告
さ
れ
た
五
十
一

一の
各
氏
か
ら
次
の
よ
う
に
各
支
部
の
活

一
八中
田
氏
〉
在
簿
会
員
四
四
名
。
小
世

年
度
予
算
案
、

定
款
一
部
改
正
(
後
述ニ
動
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

一帯
だ
が
活
発
な
活
動
を
行
な
い
た
い
。

と
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

一八
笠
原
氏
〉
七
十
周
年
記
念
行
事
と
し

一
・

物
故
会
員
・

ま
た
、

五
十
一
年
度
役
員
(
監
事
)

一て
カ
ラ
コ
ル
ム
へ
遠
征
。
登
頂
成
功
し

一
三
枝
守
博
、

中
両
文
夫

、

氏
家
民
雄
、

選
任
の
件
は
、
林
監
事
の
退
任
に
と
も

一た
が
ひ
と
り
滑
落
死
亡
。

一村
尾
金
一
一、

小
沢
利
一
郎
、
西
井
常
造
、

な
い
、

太
田
監
事
の
留
任
と
飯
野
亨
氏

一〈
藤
島
氏
〉
六
月
二
十
日
に
支
部
創
立

一伊
集
院
虎
一
、

石
田
吟
松

、

小
林
義
正

、

の
新
任
と
な
り
、

最
後
に
除
籍
者
(
別

一三
十
周
年
記
念
山
行
を
苗
場
山
で
お
こ

一山
田
力
、
伊
藤
秀
五
郎、
古
川
房
雄
、

掲
)
が
発
表
さ
れ
、

と
も
に
承
認
さ
れ

一な
う
。
新
潟
県
と
隣
接
県
の
一
等
三
角

一藤
田
佳
宏

て
予
定
の
全
議
事
を
終
了
し
た
。

一点
の
山
を
編
集
出
版
す
ベ
く
準
備
し
て

一
〈総
会
出
席
者
・

順
不
同
〉

〈
定
款
一
部
改
正
の
要
点
〉
夫
婦
会
員

一
い
る
が
、

う
ま
く
進
捗
し
な
い
。
一
加
藤
泰
安
、

太
田
敬

、

藤
井
運
平
、

の
場
合
は
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

い
ず
れ

一
♂
九
総
選
援
護
援
会
九
千

議
窃
綴
綴
選
三
潟
三
勺
緩

か
一
名
の
雲
費
を
減
額
し

、
次
の
通

一
〉
コ窓
w務
違
鎗
ベ
簿

藤
総
際
総
隊
綴
際
務
遂

一
義
務
潟
O
点
議
筋
違
湾
総
渇
1
AV
JA
翠
裁
期
制
訴
時
量
密
寝

税
制
収

り
と
す
る
。
東
京
都
、

神
奈
川
、
埼

一
線
描総
強
磁燃
綴
悩
蛾
綴
織
臨
時
臨
廃
湯
潜
潮
娘
繍
瀦
鴻繍
線
潟
端
蛾
淵

玉
、
千
葉
各
県
在
住
者
は
五
五O
O
円
、

一
線
滋
ぞ

三
猿
殺
線
漏
議
議

議
に
と
滋
シ
恥
議
奨
渓
潔
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紋日本山岳会
(J. A. C.) 

夫
婦
会
員
は
会
費
を
減
額

日
本
山
岳
会
昭
和
五
十
一
年
度
総
会
無
事
終
了

372-1976 ・ 8

日
本
山
岳
会
の
昭
和
五
十
一
年
度
通

常
会
員
総
会
は
、

去
る
四
月
二
十
四
日

(
土
)
午
後
三
時
三
十
分
か
ら、
東
京

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
の
全
電
通
労
働

会
館
会
議
室
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

三
月
三
十
一
日
現
在
の
会
員
数
は
、

三
三
四
一
名
(
名
誉
会
員
一
二
、
永
年

会
員
二
四
、

終
身
会
員
五
六
、

通
常
会

員
三
二
四
九
)
で
、
総
会
開
催
の
定
足

数
一
一
一
四
に
対
し
、
出
席
者
(
委
任

状
含
む
)
は
一
コ
二
六
名
で
あ
っ
た
。

浜
野
吉
生
常
務
理
事
の
司
会
で
開

会
、
ま

ず
、

今
西
錦
司
会
長
か
ら
会
員

の
異
動
状
況
(
前
掲
)
の
報
告
が
あ
り

物
故
会
員
一
三
名
(
別
記
〉
に
対
し
黙

祷
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
の
ち
議
事
に
入
っ

た
。五

十
年
度
事
業
報
告
は、
浜
野
士
口
生

総
務
担
当
理
事
か
ら
お
こ
な
わ
れ、
創

山

立
七
十
周
年
記
念
講
演
と
映
画
の
会
を

東
京
と
大
阪
で
開
き
盛
会
で
あ
っ
た
こ

と

、
三
月

二
十
日
、

新
入
会
員
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
、

『
覆
刻
日
本
の

山
岳
名
著
』
『
高
所
登

山
研
究
』

の
出
版
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
山
本
健
一
郎
財務
担
当
理
事

か
ら
収
支
決
算
・

財
産
目
録
(
別
掲
)

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

林
監
事
か
ら

監
査
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

上
高
地
山
研
建
設
収
支
に
つ
い
て
は

山
本
同
理
事
か
ら
報
告
が
あ
り
、

建
設

費
の
総
額
は
一
四
、

一
八O
、

一
一
二
一
一

円
、
こ
れ
に
対
し
第
一
次
募
金
収
入
が

玉
、

一
九
六、
四
四
三
円
、

第
二
次
募

金
が
四
八
一
、

七
四
六
円
、

そ
の
他
は

自
転
車
娠
興
会
か
ら
の
補
助
金
、

利
綾

川
印
刷
社
長
寄
付
金
、

立
替
金
で
あ
る

( 1 ) 



372-1976 ・ 8

松
本
熊
次
郎
、

岩
瀬
治
、

浅
原
重
継
、

小
林
猛
臣
、

吉
沢
一
郎

、

名
須
川

浩
、

皆
川
完
一

、

神
崎
忠
男

、

山
本
健

一郎
、

浜
野
士
ロ
生、

浜
野
正
男

、

山
本
朋
三
郎
、

小
林
重
一

、

大
沢
伊
三
郎

、

渡
辺
公
平
、

森
川
洋
佑
、
山
崎
安
治
、

井
口
正
男
、

斎
藤
俊
哉
、

神
原
忠
夫
、
千
藤
保
之
、

高
遠
宏

、

田
村
俊
介
、

佐
藤
テ
ル
、

望
月
達
夫
、

大
森
久
雄
、
川
崎
精
雄
、

松
井
辰
弥

、

国
見
利
夫
、
平
沢
亀
一
郎

、

折
井
健
一
、

清
野
恒

、

原
真

、

山

本
良
三
、

古
谷
聖
司
、

谷
口
現
吉
、

林

和
夫
、

金
山
淳
二
、

樋
口
敬
二
、

宮
崎

幸
博
、

橋
本
清
、

蒲
生
明
登
、

阿
部

雅
春
、

飯
困
進

、

船
越
好
文
、

小
原

晴
子
、

三
田
幸
夫
、
島
田
巽
、

武
田

満
子
、

網
蔵
志
朗
、

飯
野
亨

、

吉
武

正
子
、
川
越
孝
次
、

小
倉
董
子
、

穴
回

雪
江
、

須
田
紀
子
、

小
方
全
弘
、

三
好

勝
彦
、

堀
田
弥
一
、

堀
川
英
司
郎
、

日

本
伸

、

綿
織
保
清
、

筈
見
愛
子
、

阿

岸
充
穂
、

北
島
光
子
、
鈴
木
敏
雄
、
宮

下
秀
樹
、

堀
内
章
雄
、

笠
原
潤
二
郎
、

山
崎
金
次
郎
、
斎
藤
平
七
、
藤
島
玄
、

金
坂
一
郎
、

関
口
周
也
、
高
橋
照
、

中
西
豊
和
、

佐
々
保
雄
、

高
木
信
子
、

大
倉
昌
身
、
富
田
由
紀
子
、
宇
田
川
芳

伸
、

回
村
宏
昭
、
寺
村
栄
一、
中
河
与

一、

川
森
左
智
子
、

山
村
正
光
、
越
田

和
男
、

鈴
木
実

、

岸
栄
、
三
渡
忠

臣
、
須
浪
敏
行
、

安
彦
六
郎
、

村
井
米

子
、
小
林
カ
、
関
口
令
安

、

斎
藤
か

つ
ら
、

関
田
美
智
子
、

武
藤
晃

、

奈

須
文
枚
、

星
野
重

、

麻
生
武
治
、

野

口
末
延
、

今
西
錦
司
、
織
内
信
彦

(
大
森
記
)

山

ーっ

飼

σ〉

大

1暴

行
」
余
聞

塚
本
繁
松
こ
八
九
九
1

一
九
四
七
)

は
、

昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)
に
剣
の

大
滝
を
探
っ
て

い
る
。
『
登
山
と
ス
キ

!

』

の
昭
和
七
年
六
月
号
に
載
っ
て
い

る
「
剣
の
大
湊
行
」
と
い
う
記
事
は
、

そ
の
と
き
の
紀
行
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
八
月
、
こ
の
と
き
の
塚

本
の
案
内
役
を
つ
と
め
た
幸
右
衛
門
を

訪
ね
た
。
国
家
公
務

員
の
息
子
夫
婦
が

帰
省
す
る
の
は
盆
と
正
月
の
み
と
い
う

こ
と
で
、

老
夫
婦
だ
け
の
か
れ
の
家

は
、

黒
部
川
を
背
に
し
て
静
ま
り
か
え

っ
て
い
た
。
上
が
り
こ
ん
で
要
件
を
き

り
出
す
。
大
声
で
話
し
か
け
て
も
、

か

れ
は
に
た
り

と
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ

の
「
に
た
り
」
は
、

「
聞
こ
え
な

い

ぞ
」
と
い
う
合
図
と
み
た
。
補
聴
器
を

か
け
て
い
て
こ
の
始
末
だ
か
ら
、

か
な

り

の
難
聴
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
初
対

面
の
人
に
こ
れ
以
上
の
大
声
は
、
ど

う

か
す
れ
ば
礼
を
失
す
る
こ
と
に

な
ろ

う
。
幸
右
衛
門
に
寄
り
添
っ
て
、
わ
た

湯

雄

口

康

竹山幸右衛門氏

1974 年 8 月撮影

く

し
が
し
ゃ
べ

る

の
を
ど
な
り
つ
け
る

よ
う
に
復
唱
す
る
拡
声
器
の
役
は
、
夫

人
が
買
っ
て
出
て
く
れ
た
。

幸
右
衛
門
、

姓
は
竹
山
。
富
山
県
下

新
川
郡
内
山
村
(
現、
宇
奈
月
町
内
山
)

の
人
で
、

明
治
三
十
一
年
こ
八
九
八
)

五
月
十
五
日
生
ま
れ
。
七
十
六
歳
の
か

れ
に
は
し
か
し
、

日
本
電
力
株
式
会
社

な
ど
の
測
量
に
従
事
し
て
黒
部
を
わ
た

り

歩
い
た
往
時
の
悌
は
す
で
に
な
か
っ

た
。

「
わ
た
し
は
、

東
京
で
本
を
書
い
て

い
る
も
の
だ
が

、

剣
沢
の
大
滝
へ
案
内

し
て
も
ら
え
ま
い
か
。

」

幸
右
衛
門
に
よ
れ
ば
、
塚
本
が
初
め

て
か
れ
を
自
宅
に
た
ず
ね
て
き
た
と
き

の
口
上
は
、

お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。

「
昔
か
ら
、

下
か
ら
上
へ
抜
け
た
も

の
は
い
な
い
。
士
戸
勝
寺の
冠
も
ま
だ
採

っ
て
い
な
い
。」

ト
γ
も
、

「
雪で
春
は
だ
め
だ
し
、

夏
で
は
水

が
多
す
ぎ
る
。
い
ま
が
時
期
だ
。
」

と
も
付
け
加
え
た
と
い
う
。

「
芦勝
寺
の
冠
」

一宮
々
は
、

「
士
戸
勝

寺
の
山
人
を
連
れ
て
歩
い
た
冠
松
次

郎
」
の
聞
き
ち
が
い
で
あ
ろ
う
が
、

し

か
し

「
ア
シ
ク
ラ
ジ
」
と

い
う
こ
と
ば

は
、

幸
右
衛
門
に
ふ
た
つ
返
事
で
こ
の

役
を
承
諾
さ
せ
る
魔
力
を
秘
め
て
い

た
、
と
思
う
。
幸
右
衛
門
は
山
案
内
人

で
は
な
い
。
だ
が

、

黒
部
を
仕
事
場
に

し
て
い
る
関
係
上
、

助
七
あ
た
り
か
ら

大
山
村
や
芦
勝
寺
の
衆
が
、

黒
部
へ
の

り

こ
ん
で
き
て
い
る
こ
と
は
早
く
か
ら

聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
し

、

ま
た
そ
れ

を
限
の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、

助
七
の

住
む
音
沢
村
と
内
山
村
は
、

黒
部
川
を

は
さ
ん
で
で
は
あ
る
が
、

隣
接
し
て
い

る
。
内
山
村
は
そ
の
左
岸
に
あ
る
。

幸
右
衛
門
は
ま
た
、

こ
の
夏
、

日
本

電
力
株
式
会
社
の
剣
沢
測
量
隊
の

一員

と
し
て
、

大
滝
ま
で
の
奔
流
に
幾
本
も

の
吊
り
越
し
を
架
設
し
た
り、
大
滝
を

繰
る
岩
壁
に
梯
子
を
セ
ッ
ト
す
る
な
ど

の
ル
ー
ト
工
作
を
や
っ
て
の
け
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
に
対
す
る
精

通
度
は
、

当
時
に
お
い
て
は
、

他
の
だ

れ
よ
り
も
宣
向
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

「
黒
部
の
こ
の
お
れ
が
i

l

。
」

と
い
う
感
情
が
そ
の
と
き
む
ら
む
ら

と
胸
を
つ
い
て
出
た
か
ど
う

か
は
聞
き

も
ら

し
た
が
、
ど
う

か
す
れ
ば
、

と

い

う
よ
り

、

こ
こ
へ
怒
意
的
な
独
断
を
は

さ
む
な
ら
ば
、

塚
本
は
そ
の
へ
ん
の
心

理
を
よ
ん
だ
上
で
誘
い
を
か
け
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

出
発
し
た
の
は
、

秋
ま
つ
り
も

と
う

に
終
わ
っ
た
十
一
月
の
六
日
。
落
ち
葉

を
ま
じ
え
て
そ
ぼ
ふ
る
秋
雨
の
中
を
、

と
に
か
く
鐘
釣
温
泉
ま
で
は
い
る
。
雨

は
翌
日
も
、

秋
祭
を
思
わ
せ
つ
つ
降
リ

続
く
。
十
一
月
で
は
、

そ
れ
が
い
つ
雪

に
か
わ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
気
は
は
や

る
が
、
終
日
な
す
こ
と
が
な
い
。
つ
い

に
塚
本
は
、

「
碁
を
や
ろ
う。
」

と

、

も
ち
か
け
る
。

「
知
ら
ん
の
だ
が
|
|
。」

と
、

幸
右
衛
門
。

「
な
ら
教
え
て
や
ろ
う
。
」

と
い
う
次
第
で
、

ふ
た
り
は
碁
盤
を

に
ら
む
。
だ
が
、

気
は
う
つ
ろ
。

八
日
、

雨
が
あ
が
る
。
す
で
に
紅
葉

を
散
ら

し
て
し
ま
っ
た
奥
鐙
山
を
対
岸

に
仰
ぎ
な
が
ら
、

ふ
た
り
は
い
そ
い
そ

と
日
電
歩
道
を
行
く
。

半
月
峡
の
吊
り
橋
は
、

雪
害
を
予
想

し
て
、

三
枚
に
一
枚
の
わ
り
で
し
か
桁

が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
塚
本
は
、
こ

の
橋
を
ほ
と
ん
ど
揺
ら
さ
ず
に
渡
り
終

え
た
と
い
う
。
都
会
の
人
に
し
て
は
、

と
幸
右
衛
門
は
そ
の
身
軽
さ
に
舌
を
ま

ノ
〈
、
。

こ
の
日
は
十
字
峡
泊
ま
り
。
こ
こ
で

ふ
た
り
は
、

火
事
騒
ぎ
を
起
こ
す
。
焼

い
た
の
は
、

カ
ヤ
ぶ
き
の
小
屋
だ
っ
た

が
、

中
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
し
ま
つ
で

あ
っ
た
と
か
な
か
っ
た
と
か
い
う
幸
右

衛
門
の
ゆ
れ
る
記
憶
を
も
と
に、
大
い

に
あ
わ
て
る
。
そ
の
一
部
始
終
が
「
籾

の
大
担
保
行
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
出
火
の
原
因
は
、

幸
右
衛
門
の
記

憶
と
く
い
ち
が
う
。

「
剣
の
大
湊
行
」
で
は、
そ
れ
を
夕

食
の
準
備
中
と
し
て
い
る
が
、

幸
右
衛

門
は
、

食
事
も
終
え
、

明
日
に
そ
な
え

て
横
に
な
口
、

お
た
が
い
に
ま
ど
ろ
み

か
け
た

こ
ろ
だ
と
い
う
。
小
屋
の
奥
の

方
に
、

と
い
っ
て
も
、
奥
も
入
口
も
な

く 2 ) 
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『
山
』
の
二
月
号
の
ト

ッ

プ
に
伊
藤
鉄
小
田

原
駅
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の

一

秀
五
郎
君
の
書
い
た
「
山
の
先
輩
た
だ
が

、

停
車
場
が
新
設
さ
れ
る
に
つ

ザ

ち
」
を
読
ん
で
僕
に
も
感
あ
り
。
と
い
て
伊
張
山
へ
移
転
し
、

伊
助
さ
ん

日

申
す
の
は
辻
村
伊
助
さ
ん
と
そ
の
著
は
ロ

l

ザ
夫
人
と
梓
、

穂
高
、

榛
名

山

『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』

を
回
想
す
る
か
の
三
人
の
お
子
さ
ん
と
湯
本
に
居
を

小

ら
で
あ
る
。
構
え
ら
れ
た
。
当
時
高
山
植
物
の
生

山

一
九
二
二
年
晩
春
か
ら
初
夏
にか

品
を
持
っ
て
お
る
こ
と
で
は
日
本
で
叩

け
て
湯
本
の
箱
根
旧
道
か
ら
小
径
に
辻
村
さ
ん
の
右
に
出
る
人
は
な
い
と
い

入
っ
た
繍
落
た
る
そ
の
住
い
に
辻
村
言
わ
れ
た
も
の
だ
。
高
山
植
物
の
研

w

さ
ん
を
度
々
お
訪
ね
し
た
私
も、
今
究
培
養
の
傍

、

小
田
原
の
県
立
高
等

小

は
七
十
路
も
後
半
に
入
っ
て
何
時此

女
学
校
で
植
物
の
先
生
も
し
て
お
ら

w

世
に
お
さ
ら
ば
す
る
か
明
日
知
れ
ぬ
れ
た
と
は

、

つ
い
四
、

玉
目
前
参
議

山

身
故
、

思
い
出
を
諮
り
大
先
院
議
長
公
邸
で
集
り
が
あ
っ

仏

輩
を
偲
ぴ
、

且
つ
先
達
逝
く

〉
}

た
時
、

河
野
謙
三
君
の
奥
さ

叩

な
っ
た
伊
藤
君
に
も
追
悼
の
こ

ん
か
ら
聞
い
た
ば
か
り
だ
。

小

意
を
捧
げ
た
い
。

の

治
日
本
人
と
し
て
は
背
も
高
一

か
つ
て
赤
坂
溜
池
の
三
会

ん

武
い
ハ
イ
カ
ラ
な
辻
村
さ
ん
一

堂
で
山
の
講
演
会
が
あ
っ
た

え
』

が
、

オ
リ
ー

ブ
色
の
テ
ィ

ロ
一

時
年
齢
は
呉
っ
た
っ
て
同
じ

助
生

l
ル
帽
に
羽
を
つ
け
て
小
田

一

会
員
な
ん
だ
か
ら
別
に
紹
介

伊
麻
原
の
町
を
歩
い
た
ら
闘
分
人一

者
も
な
く
、

若
輩
の
私
は
名

村

限
に
つ
い
た
だ
ろ
う
が
、

古

山

乗
り
出
て
箱
根
の
辻
村
邸
を

辻

き
良
き
日
々
で
あ
っ
た
に
ち

一

お
訪
ね
す
る
お
許
し

を
と
り
が
い
な
い
。

日

つ
け
た
。
五
月
、

六
月
に
か
け
て
日
奥
さ
ん
の
郷
里
シ
ュ
ピ
エ

ツ
の
ト

w

毎
に
緑
の
濃
く
な
る
箱
根
旧
道
は
真
ゥ

l

ン
湖
畔
か
ら
辻
村
さ
ん
自
身
の
M

タ
ィ

、

に
静
か
で
あ
っ
た
。
簡
素
な
枝
折
戸
撮
っ
た
山
容
麗
し
い
ニ

l

セ
ン
の
透

山

ア
a
m
dテ
イ
フ

ぜ

か
ら
邸
内
に
入
る
と
、

そ
れ
こ
そ
百
明
陽
函
を
懸
け
た
窓
辺
で
、
ロ

l

ザ

山

花
綬
乱
一
面
の
山
草
で
あ
る
。
山
で
夫
人
手
作
り
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
添
え

小

は
七
月
に
な
ら
ぬ
と
咲
き
初
め
ぬ
花
て
カ
フ

エ

ー
を
吸
り
な
が
ら
辻
村
さ
w

も
此
辺
で
は
満
開
だ
っ
た
。
ん
の
お
話
を
き
い
て
ス
イ
ス
を
夢
み

M

日
本
で
本
格
的
な
ロ

ッ
ク
ガ
l

デ
て
い
た
私
は
真
に
恵
ま
れ

た
青
二
才

日

ン
を
最
初
に
造
っ
た
の
は
辻
村
さ
ん
だ
っ
た
と
自
認
し
て
い
る
。

山

だ
と

き
く
。
常
助
お
兄
さ
ん
の
経
営
(

一九
七
六
年
五
月
)

仇

さ
れ
て
い
た
辻
村
曲
凝
固
は
、

今
の
国

昨
年
十
二
月
二
十
八
日
、

東
京
の
朝
一
こ
の
事
故
に
遭
っ
た
も
の
」

刊
各
紙
は
社
会
面
に
次
の
よ
う
な
記
事
一
と
い
う
の
で
あ
る
。

を
の
せ
た
。

一
故
森
本
教
授
は
静
岡
大
学
山
岳
会
員

「
二
十
七
日
、

午
後
一
時
ニ
O
分

一
で
、

静
岡
時
代
は
山
岳
部
員
と
し
て
、

頃
、

長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
の
岡
村
一
昭
和
十
三
年
l

十
五
年
頃
に
か
け
て
南

営
御
綴
ス
キ
1

場
第
三
リ
フ
ト
に
乗
一
ア
ル
プ
ス
を
意
欲
的
に
登
っ
て
い
る
。

っ
て
い
た
東
京
農
工
大
学
教
授
森
本
一
遭
難
当
日
の
夕
刻
、

莱
先
輩
か
ら
、

弘
文
(臼
)氏
は
、

同
リ
フ
ト
の
第
四

一
「
森
本
さ
ん
が
遭
難
さ
れ
たら
し
い
の

支
柱
付
近
で
背
負
っ
て
い
た
重
さ
約
一
で
、

い
つ
で
も
飛
び
出
せ
る
用
意
を
し

三
0
キ
ロ
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
落

一
て
待
機
し
ろ
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

ち
か
か
り
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
肩

一

森
本
さ
ん
と
は
、

つ
い
先
日
羽
田
空

ひ
も
で
首
を
絞
め
ら
れ
た
格
好
に
な

一
港
で
会
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
驚

っ
て
死
亡
し
た
。
一
傍
し
た
が

、

同
行
者
が
小
久
江
浅
二
医

森
本
さ
ん
達
は
同
大
生
ら
四
人
の
一
師
(
静
大
山
岳
会
員、
大
宮
日
赤
病
院

パ
ー
テ
ィ
で
、

御
獄
山
へ
登
山
す
る
一
内
科
部
長
、

テ
ラ
ム

・

カ

ン
リ

遠
征
隊

途
中
で
、

リ
フ
ト
に
乗
る
際
に
係
員
一
医
師
)
と
の
こ
と
に
て

、

少
し
は
安
堵

が
制
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

一
し
た
。
そ
の
後
、

刻
々
と
情
報
が
入

れ
を
振
り
切
っ
て
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
一
り
、

様
子
が
わ
か
っ
て
き
た
。

新
聞
の

誤
報
に

て

-
-
J

Jコ

い
よ
う
な
小
さ
な
小
屋
だ
が
、

と
も

か

一
の
火
事
は、
い
て
つ
く
よ
う
な
夜
空
を

く
奥
の
方
を
塚
本
が、
入
口

近
く
を
幸
一
焦
が
さ
ん
ば
か
り
の
い
き
お
い
だ
っ

右
衛
門
が
占
め
て
い
た
。
寒
さ
が
き
び
一
た、
と
い
う
。

し
く
、

炊
事
に
使
っ
た
入
口
近
く
の
焚
一
翌
日
の
記
録
は
、

「
剣
の
大
湊
行
」

火
は
、

ほ
だ
を
つ
け
加
え
こ
そ
す
れ
、

一
に
詳
し
い
の
で
省
く
が、
明
ら
か
に
そ

消
す
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
何
一
れ
は、
納
の
大
滝
開
拓
史
の

一
ペ
ー
ジ

か
の
拍
子
に
こ
れ
が
屋
根
に
燃
え移
っ
一
を
彩
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

塚

た
ら
し
く
、

気
が
つ
い
た
こ
ろ
は
、

す
一
本
の
生
存
中
、

こ
の
あ
た
り
に
き
わ
だ

で
に
手
の
ほ
ど
こ
し
ょ
う
が
な

か
っ
一
っ
た
登
撃
は
現
出
し
な
か
っ
た
。
「
幻

た
。
一
の
大
滝

」

と
も
呼
称
さ
れ
た
こ
の
滝
の

そ
れ
は
と
も
か
く
、

お
び
た
だ
し
い
一
本
格
的
な
開
拓
は
、

戦
後
も
か
な
り
の

火
の
粉
を
吹
き
上
げ
な
が
ら
も
える
こ

一
年月
を

経
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

し 、

企心6Óóóó{Ã{ÀC
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そ
し
て
翌
朝
に
な
っ
て
例
の
新
聞
記

一

事
が
出
た
の
で
あ
る
。

一

そ
こ

で
、

ま
ず
我
々
仲
間
が
ま
っ
さ

一

き
に
不
審
に
思

っ
た
の
は
、

リ
フ
ト
の

一

上
で
、

重
さ
三
0
キ
ロ
の
ザ

ッ
ク
が
簿

一

ち
か
か
り
、

肩
ひ
も
が
首
に
く
い
込
ん

一

だ
に
し
て
も
、

首
の
両
側
か
ら
同
時
に

一

絞
め
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

片

一

側
だ
け
が
絞
ま
る
状
態
で
は
通
常死
に

一

つ
な
が
る
と
は
考
え
に
く
い
、

そ
ん
な

一

姿
勢
で
は
リ
フ
ト
か

ら

転
落
す
る
だ
ろ

一

う
と
思
わ
れ
た
。

一

第
二
は
、
「

リ
フ
ト
に
乗
ろ
う
と
し

一

た
際
、

係
員
が
制
止
し
た
に
も
か
か
わ

一

ら
ず
、

そ
れ
を
振
り
切
っ
て
乗
っ
た
:
・一

:
・
」
と

い
う
点
で
あ
る
。

一

森
本
氏
や
小
久
江
氏
の
人
柄
を
知
る

一

人
達
は
一
様
に
首
を
か
し
げ
た
。
制
止
一
)

さ
れ
た
の
を
振
り
切
っ
て
ま
で
も
リ
フ

一
け

ト

に
乗
ろ
う
な
ど
と
い
う
考
え
を
起す
一

よ
う
な
人
達
で
は
断
じ
て
な
い
。
何
と

一

も
納
得
の
い
か
な
い
記
事
で
あ
っ
た
。

一

そ
こ
で
、

小
久
江
医
師
の
証
言
と
文

一

部
省
へ
提
出
さ
れ
た
災
害
(
死
亡
)
発

一

生
状
況
現
認
書
に
基
い
て
事
実
を
明
確

一

に
し
て
お
き

た
い
と
思
う

。

一

そ
の

一
、
死
亡
原
因
に
つ
い
て
は
、
-
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図
書
委
員
会
主
催
の
第
四
回
山
岳
史

懇
談
会
が
三
月
十
七
日
、

雨
中
、

国
鉄

ス
ト
と
重
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

J
A
C

ル
ー
ム
に
多
数
の
出
席
者
を
得

て
行
な
わ
れ
た
。
今
回
は旧
制
甲
南
高

校
山
岳
部
の
話
で
あ
っ
た
が
、

話
が
四

十
年
、

そ
れ
以
上
も
前
の
話
で
、
詳
し

い
記
録
的
な
こ
と
は
記
憶
に
な
い
た
め

山
岳
部
の
生
い
た
ち
、
背
景
、
特
色
と

い
っ
た
も
の
が

、

話
の
中
心
に
な
っ
た
。

甲
南
の
出
席
者
は
、
香
月
慶
太
氏

(現
甲
南
山
岳
会
会
長

・

昭
和
四
年
卒
)

が
上
京
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

田
口

二

郎
(昭
和
八
年
卒
)、

喜
多
量
治
(昭
和

十
二
年
卒
)、

伊
藤
文
二
(
昭
和
十
五

山

小
久
江
医
師
は
、

「
明
確
な
結
論
は
出

せ
な
い
が
」
と
前
置
き
し
て
、

「
遭
難

当
時
森
本
氏
は
八
0
キ

ロ
を
越
す
巨
体

で
、

日
頃
か
ら
多
少
心
臓
が
弱
っ
て
い

た
と
こ
ろ
か
ら
、

心
筋
梗
塞
か
脳
溢
血

で
死
亡
し
た
あ
と
、

リ
フ
ト
の
上
で
荷

物
と
体
重
と
が
バ
ラ

ン
ス
し
て
転
落
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
見
る
の

が
常
識
的
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

そ
の
こ
、

問
題
の
リ
フ
ト
に
は
、

小

久
江
、

学
生
A
、

学
生
B
、

森
本
の
順

で
乗
り
、

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
各
人

の
間
は
ひ
と
つ
ず
つ
空
席
を
置
い
た
。
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第
四
回

山
岳
史
懇
談
会

旧
制
甲
南
高
校

山
岳
部
を
語
る

そ
し
て
、
切
符
売
場
、
並
び
に
改
札
で

係
員
か
ら
、

荷
物
の
重
量
や
大
き
さ
に

つ
き
注
意
を
受
け
た
り
、

リ
フ
ト
の
利

用
を
制
止
さ
れ
た
事
実
は
な
か
っ
た

(
災
害
発
生
状
況
現
認書
か
ら
抜
粋
)。

上
記
二
点
で
あ
る

。
私
は
、

今
更
当

時
の
報
道
記
事
の
不
確
か
さ
を
批
判
す

る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ

、

か
な
り
興

味
本
位
に
書
か
れ
た
記
事
の
よ
う

な
印

象
を
受
け
た
の
で、
実
は
こ
う
で
あ
っ

た
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
は

、
本
人
や

御
遺
族
さ
ら
に
は
我
々
仲
間
の
名
誉
の

為
に
も
書
き
残
し
て
お
き
た
い
。

年
卒
)、
そ
れ
に
故
伊
藤
広
夫
人
房
子

未
亡
人
の
各
氏
が
出
席
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
に
つ
い
て
、

記
憶
を
思
い
起

こ
し
な
が
ら
語
ら
れ
た
の
で
、

以
下
に

そ
の
大
要
を
ま
と
め
て
み
た
。

香
月
旧
制
甲

南
高
等
学
校
は
、
大

正
十
二
年
に
七
年
制
の
高
校
(
尋
常
科

四
年
、

高
等
科
三
年
)
と
し
て
発
足
し

た
。
学
校
が
三
年
制
の
た
め
、

兄
弟
で

在
校
す
る
も
の
も
多
く
、

ま
た
全
校
生

が
た
が
い
に
顔
も
名
前
も
知
り
あ
っ
て

い
た
。

山
岳
部
を
創
ろ
う
と
思
っ
た
の

は
、

学
校
の
す
ぐ
裏
が
六
甲
山
で
、

常

に
自
然
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り

大
正
十
二
年
に
遠
足
部
な
る
も
の
を
作

っ
た
。
そ
し
て
十
四
年
に
山
岳
部
と
名

を
改
め
た
。
そ
の
頃
、

関
西
で
は
R
C

C
、

関
西
徒
歩
会
が
ア
ク
テ

ィ

ブ
で
あ

り
、

ま
た
神
戸
高
商
が
進
歩
的
な
山
行

を
し
て

い
た
。
そ
し
て
そ
の
ア
ク
テ

ィ

ブ
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

三
好
毅
一
氏
と

部
員
の
捜
淳
氏
の
兄
が
親
し
か
っ
た
こ

と
か
ら
、

藤
木
九
三
氏
を
紹
介
さ
れ
、

や
が
て
部
員
は
氏
に
連
れ
ら
れ
て
、

芦

屋
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
岩
登
り
に
出

か
け
る
ほ
ど
に
な

っ
た
。
私
と
し
て
は

山
岳
部
を
生
み
落
と
し

た
母
親
の
よ
う

な
役
目
を
し
た
わ
け
で
、

部
員
の
中
か

ら

優
秀
な
ア
ル
ピ
三
ス
ト
を
育
て
る
の

が
目
的
で
あ
っ
た
?

こ
の
頃
、

部
を
リ

ー

ド

し
て
行
っ
た
の
は
、

大
正
十
二
年

に
高
等
科
へ
入
学
ん
て
き
た
伊
藤
恩
と

西
村
格
也
の
二
人
だ
っ
た
。
特
に
、
思

(
愛称
グ
ン
サ
ン
)
は
、

比
較
的
お
と

な
し
い
甲
南
ボ
l

イ
の
中
に
あ
っ
て
は

野
人
的
な
存
在
で
あ
り
、

自
分
の
信
ず

る

こ
と
に
忠
実
な
、

一信
念
の
人
で
あ
っ

た
。当

時
の
甲
南
の
方
針
と
し
て
、

山
行

は
チ
l

ム
で
行
な
三
べ
き
だ
と
の
考
え

で
あ
っ
た
が
、

思
は
山
へ
行
き
た
く
て

そ
の
カ
が
あ
れ
ば
、

チ
ー

ム
で
行
こ
う

が
一
人
で
行
こ
う
が同
じ
で

は
な
い
か

と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、

つ
い
に
そ
の
主

張
を
押
し
通
し
て
、

一
夏
一
人
で
ア
ル

プ
ス
へ
出
か
け
て
行
き
、

そ
れ
に
よ
っ

て
得
た
自
信
で
、
部
報
創
刊
号
に
「
7

ル
ピ
ニ
ズ
ム
宣
言
」

と
し
て
載
せ
た
の

で
あ
る
。

田
口

当
時
ゎ
』われ
は
、

一
年
の

半
分
く
ら
い
は
ロ
ッ
ク
、
ガ
ー
デ
ン

に
入

っ
て
い
て
、

ま
る
で

ロ

γ

ク
、

ガ
ー

デ
ン

か
ら
学
校
へ
通
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の

だ
っ
た
。
初
め
の
頃
は
、

ロ

ッ
ク
、
ガー

デ
ン

で
岩
登
り
の

練
習
を
し
て
も
、

そ

れ
で
ア
ル
プ
ス
へ
行
こ

う
と
い
っ
た
も

の
で
は
な
く

、
必
ず
し
も
ロ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
と
ア
ル
プ
ス
と
は
結
び
つ
い
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
、

剣
や
穂

高
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
、

芦
屋
で
鍛

え
た
岩
登
り
の
技
術
が
、

そ
の
ま
ま
ア

ル
プ
ス
の
岩
場
で
も
通
ず
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
、
大
き
な
自
信
を
得
た
。

そ
れ
か
ら
は
ど
ん
ど
ん
む
ず

か
し

い

ア
ル
プ
ス
の
岩
場
へ
出
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
慰
さ
ん
た
ち
が
京
大
へ
行
っ

た
後
、

甲
南
を
リ
ー

ド
し
た
の
は
兄
の

一
郎
と
湯
川
孝
夫
の
二
人
だ
と
思
う
。

こ
の
頃
「
登
高
行
」
や
早
大
の

「
リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ
ク
」
な
ど
を

盛
ん
に
読
ん
だ
。

ま
た
京
大
へ
行
っ
た
怒
さ
ん
た
ち
の
影

響
も
受
け
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
夢
が
芽
生

え
た
。
甲
南
は
在
学
生
た
ち
だ
け
で

山

登
り
も
す
る
が
、

卒
業
し

た
人
た
ち
も

一
緒
に
よ
く
登
っ
た
。
常
に
甲
南
生
と

卒
業
生
が
オ
ー
バ
ー

ラ
ッ
プ
し
て
登
っ

て
い
た
わ
け
だ
。
ま
た
甲
南
は
非
常
に

デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
学
校
で
、

新
人

が
上
級
生
を
あ
だ
名
で
呼
び
捨
て
に
し

て
い
た
。

山

へ
行
っ
て
し
ご
く
と
い
う

こ
と
も
な
く
、

非
常
に
和
気
あ
い
あ
い

と

し

て
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。

昭
和
九
年
、

山
岳
部
が
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
た
。

思
想
事
件
が
起
こ
っ
た

が
、

い
っ
た
い
そ
の
原
因
と
な
っ
た
も

の
は
何
だ
ろ
う
か
。
さ
き
ほ
ど
も
香
月

氏
と
食
事
を
し
な
が
ら
話
し
た
ん
だ
が

ど
う
も
恩
さ
ん
の
革
新
的
な
考
え
が
部

員
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
の
では
な
い

か
。
ま
た
早
大
の
革
新
的
な
思
想
の
影

響
も
受
け
た
よ
う
だ
。
と
に

か
く
甲
南

の
一
番
大
き
な
部
で
あ
る
山
岳
部
で、

し
か
も
大
半
の
二
十
名
く
ら
い
の
人
た

ち
が
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら

大
変
な
事
件
だ
っ
た
わ
け
だ
。

喜
多

私
が
部
に
入
っ
た
の
は
、

兄

の
又
太
郎
が
部
員
で
あ
っ
た
の
で
、

な

ん
と
な
く
入
っ
て
し
ま
っ
た
が

、
こ
の

頃
す
で
に
確
立
さ
れ
、
実
績
も
あ
げ
て

い
る
山
岳
部
を
維
持
し
て
い
く
の
に

せ

い
一
杯
で
あ
っ
た
。
私
の
頃
は
、

白
出

沢
は
ま
だ

人
が
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、

盛
ん
に
出
か
け
て
い
っ
た
。
そ
の

た
め
、
テ

ン
ト
を
作
っ
た
が
、

奥
行
き

九
尺
、

幅
六
尺
、

ベ
ン
チ
レ
ー

タ

ー
付

き
と
い
う
、

と
て
も
一
人
で
は
か
つ
げ

な
い
よ
う

な
大
き
な
も
の
で
、

そ
れ
を

持
っ
て
出
か
け
た
。
山
の
食
事
も
賛
沢

だ
っ
た
と
思
う
。
菊
正
一
升
十
五
銭
の

時
代
だ
っ
た
が
、

山
の
食
事
は
一
日
五

十
銭
で
あ
っ
た
。
ア
ケ
ボ
ノ

印
の
サ
ケ

缶
を
十
九
銭
で
買
っ
て
持
っ
て
い
っ
た

の
も
よ
く
憶
え
て
い
る
。

伊
藤
わ
れ
わ
れ

の
時
代
は
、

香
月

さ
ん
が
部
を
創
ら
れ
て
、

そ
れ
が
軌
道

に
乗
り
、

い
っ

た
ん
思
相
日事
件
で
打
撃

を
受
け
、

再
建
さ
れ
、

再
び
軌
道
に
乗

司

て
部
の
活
動
が
確
立
さ

れ
た
と
き
で

あ
る
。

た
だ
部
員
も
、

一
所
懸
命
山
に

登
る
者
、

登
り
た
い
時
だ
け
登
る
者
な

( 4 ) 
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以
上
順
に
話
を
さ
れ
、

そ
の
後
雑
談

に
な
っ
た
。
特
に
今
回
は
伊
藤
原
氏
の

房
子
未
亡
人
が
出
席
さ
れ
た
こ
と
か
ら

原
さ
ん
の
話
題
に
花
が
咲
い
た
。
当
会

ど
非
常
に
雑
多
な
構
成
で
あ
っ
た
。
ま

た
芦
屋
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
は
、
阪
急

の
芦
屋
駅
よ
り
歩
い
て
二
十
分
く
ら
い

で
岩
場
に
行
け
る
の
で
、

土
、

日
曜
の

岩
笠
り
は
、

リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
決
ま
っ

て
い
て
、

芦
屋
の
駅
に
何
時
集
合
、

と

い
う
こ
と
が
掲
示
さ
れ
、

当
日
芦
屋
の

駅
に
集
合
す
る
。
し
た
が
っ
て
誰
が
来

る
の
か
当
日
に
な
ら
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
。

わ
か
っ
て
い
る
の
は
リ
ー
ダ
ー

だ
け
と
い
う
よ
う
な
具
合
で
あ
っ
た
。

当
時
の
わ
れ
わ
れ
の
山
登
り
は
、

尋

常
科
て
二
年
生
は
夏
山
の
一
般
縦
走、

冬
は
必
ず
ス
キ
l

の
練
習
を
す
る
。
三

年
に
な
っ
て
、

剣
や
穂
高
の
よ
う
な
い

わ
ゆ
る
山
登
り
ら
し
い
山

登
り
を
す

る
。
三
年
、

四
年
は
そ
の
よ
う
に
し
て

登
り
、

高
等
科
に
な
っ
て
初
め
て
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
た
め
の
登
山
、

二
年
に
な

る
と
冬
山
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
の

訓
練
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

段
階
的

な
登
山
法
が
き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、

甲
南
の
特
徴
と
し

て
、

ス
キ
ー

が
非
常
に
上
手
だ
っ
た
と

思
う
。
山
行
と
し
て
は
、

冬
山
な
ど
最

前
線
の
山
小
屋
へ
泊
ま
り
、

朝
二
時
頃

出
発
し
て
、

ス
キ
ー
で
行
け
る
と
こ
ろ

ま
で
行
き
、

夜
明
け
と
と
も
に
登
り
出

し
、

日
が
暮
れ
て
か
ら
、

ス
キ
l

デ
ポ

ま
で
降
り
て
き
て
、

ス
キ
l

で
小
屋
ま

で
帰
る
よ
う
な
登
山
で
あ
っ
た
。

三
月
三
十
日
夜
、

首
都
圏
の
交
通
ス

ト

の
目
、

関
根
吉
郎
氏
に
よ
る
「
名
山

図
譜
」

を
め
ぐ
っ
て
の
楽
し
い
一
タ
を

ル
1

ム
で
過
ご
し

た
。

あ
い
に
く
の
ス
ト
の
た
め
に

、

出
席

者
も
す
く
な
く
、

談
話
室
で
酒
を
く
み

か
わ
し

な
が
ら
の
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
う
ち
に
終
始
し

た
。

文
化
元
年
と
四
年
の
二
度
に
わ
た
っ

員
で
も
あ
っ
た
伊
藤
原
氏
に
つ
い
て
、

種
々
な
話
も
載
せ
た
い
が
、

紙
面
の
つ

ご
う
も
あ
り

、

別
の
機
会
に
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
う
。
今
回
は
遠
い
昔
の、

多
感
な
少
年
の
情
熱
を
傾
け
た
頃
の
こ

と
を
、

憶
い
出
し
憶
い
出
し
語
ら
れ
た

の
だ
が
、

聞
く
方
も
自
分
の
若
い
時
代

を
憶
ぃ
、

ま
た
若
い
人
た
ち
も
生
ま
れ

る
以
前
の
先
達
が
ど
の
よ
う
な
山
行
を

し
て
い
た
か
、

大
変
参
考
に
な
っ
た
と

閉
U
Pフ
。

最
後
に
、

ご
出
席
さ
れ
た
方
々
に
、

紙
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
(
飯
田
進
)

マ
出
席
者

香
月
慶
太
、

田
口
二
郎
、

伊
藤
一
房
一
子
、

田
辺
潤
、

大
関
和
夫
、

大

木
操
、

望
月
達
夫
、

鈴
木
実
、

和
久
井

正
明
、
山

本
良
三
、

今
野
靖
子
、

井
上

末
子
、

関
田
美
智
子
、
近
藤
信
行
、
山

崎
安
治
、

大
橋
晋

、

折
井
健
一
、
伊

藤
文
三
、

喜
多
長
治
、

飯
田
進

、

泉

久
恵
、

岡
沢
裕
吉

第
7

回
山
岳
図

書
を
箆
る
夕
べ

谷
文
晃
「
名
山
図
譜
」

を
め
ぐ
っ
て

て
出
版
さ
れ
て
い
る
「
名
山
図
譜
」

は

岩
手
県
出
身
の
江
戸
の
医
者
で、
風
流

入
で
あ
っ
た
ら

し
い
川
村
寿
庵
か
企
画

の
采
配
を
ふ
る
っ
て
、

南
画
の
創
始
者

で
あ
る
谷
文
苑
に
描
か
せ
た
も
の
で
、

幕
府
の
権
力
者
へ
の
献
上
本
で
あ
っ
た

ら
し
く
、

出
版
部
数
も
限
ら
れ
て
お

り

、

大
版
で
、
桐
函
に
入
っ
て
い
た
ら

し
い
。山

の
姿
を
比
較
的
写
実
的
に
描
こ
う

と
し
た
日
本
で
最
初
の
画
家
と
い
わ
れ

る
文
晃
は
、

晩
年
は
多
作
で
、

筆
が
乱

れ
て
い
る
と
評
さ
れ
る
が
、

図
譜
を
描

く
に
当
つ
て
は

、

日
本
を
広
く
歩
い
て

い
る
。

北
海
道
の
山
(
四
点
)
を
は
じ
め
、

日
本
ア
ル
プ
ス
四
点
(
立
山
、

剣
岳
、

甲
斐
駒
、

御
岳
)
を
描
き
、

富
士
山
に

は
熱
の
こ
も
っ
た
傑作
が
あ
る
。

そ
の
後
、

文
化
九
年
に
な
る
と
「
日

本
名
山
図
会
」
と
い
う
名
前
で
三
部
作

(人
・

地
・

天
)
に
改
編
さ
れ、
江
戸
、

難
波
、

京
都
、

尾
張
な
ど
九
つ
の
書
物

問
屋
か
ら
出
版
さ
れ
、

版
会

』
重
ね
て
明

治
に
な
っ
て
か
ら
も
出
版
さ
れ
て
い

る
、

と
い
う

か
ら
相
当
の
部
数
が
一
般

庶
民
に
も
て
は
や
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
恩
わ
れ
る
。

図
会
に
は
図
譜
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
岩
手
の
名
山
と
い
わ
れ
た
、

岩
手
山

と
東
玉
山
の
二
点
が
加
筆
さ
れ
て
い

る
。関

根
氏
所
蔵
の
図
譜
は
、
長
年
に
わ

た
り
氏
の
ア
パ
ー
ト
の
本
の
山
の
中
に

埋
も
れ
て
い
た
せ
い
か
、

ひ
ど
い
虫
喰

い
状
態
で
、

頁
を
め
く
る
と
、

紙
が
ボ

売場ご案内

山岳随筆雑誌 rアルプJ の

パックナンノてーが揃いました

最新入荷の本

+裳の中の九ヵ月 ( サー ・ エドマンド ・ ヒ ラ

リー 丹苦11節雄訳 ) 1 200円 +未知の I.IJ ( ウ

イノL フ リ ッド ・ ノイス 野!日1究二郎訳) 900円

+プモ ・ リ一地卜'.11支炎の 山一( ゲノレハノレト

レンザー 織方lir;u.史脈本伝言尺) 1600円 + 
チャムランーヒマラヤの詩と真実ー ( 岡本丈

夫久木村久公開耳主鈴木良博) 1 400円

+パ ミー1レー シ ノレク ロードの城塞ー ( 田村俊

介制符) 2500円 +溢かな る天山一天山に魅

せら れた探険家セミョーノフ伝一 ( A . アノレ

ダンーセミョーノフ 岡村俊介) 2500同

〈山の本の売場〉お茶の水1吉三階

-EEfJ々~，~ 言葉時間平 日 ・午前 l併寺30分より午後8時
石段昆 日曜祝日 ・午後 O 時3扮より午後 6 時30分

い
ず
れ
、

関
根
氏
に
図
譜
と
図
会
に

関
す
る
こ
と
な
ど
を
帽
纏
め
て、
「
山
岳
」

ロ

ボ
ロ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ

た
代
物
。

も
っ
た
い
な
い
話
で
あ
る
。

一
方、
図
会
は
昨
今
で
も
時
折
り
入

手
可
能
で
あ
る
が
、

氏
は
戦
前
か
ら
、

「
神
田
で
入
手
し
て
は
、

早
大
山
岳
部

関
係
の
同
輩
、

後
輩
の
結
婚
祝
い
の
記

念
品
と
し
て
数
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
」
と
い
う
思
い
出
の
本
で
あ
る
と
い

h円
ノ
。司

会
は
例
に
よ
っ
て
、

山
崎
安
治
さ

ん
。
氏
も
関
根
氏
か
ら
日
本
名
山
図
会

を
結
婚
記
念
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
一

人
で
あ
る
。

「
世
界
の山
岳
地
図
展
」
が
、

東
京

日
本
橋
丸
善
本
社
で
六
月
二
十
二
日
J

七
月
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場

は
無
料
。
ま
た
各
種
地
図
の
頒
布
も
行

な
わ
れ
ま

す
。

に
書
い
て
も
ら
う

予
定
に
は
致
し
て
お

り
ま

す
が
、

図
譜
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ

る
方
に
お
願
い
が
ご
ざ

い
ま
す
。
お
手

数
で
す
が
、

そ
の
奥
付
を
複
写
し
て
事

務
局
宛
に
御
送
付
賜
り
た
く
、

参
考
資

料
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。
(
山

本
良
一
ニ
)

マ
出
席
者

関
根
吉
郎
、

山
崎
安
治
、

山
本
良
三
、
皆
川
完
て

伊
藤
博
夫
、

松
家
普
、

菅
野
弘
章
、

和
久
井
正
明

@
お
知
ら
せ

( 5 ) 



山 372-1976 ・ 8

昭和 50 年度収支決算書 文 具 費 100 ,000 96 ， 400 ム 3,600 
至自昭昭和和 50 年年 4 月月 1 日 I'P 局リ 賛 850 ,000 866 ,435 16,435 1. 総括衰 51 ~ 3 Fl 31 日

分 |福岡吋
交 通 費 800 ,000 467 ,300 ム 332 ， 700

区 通 信 費 2, 200 ,000 1,648 , 337 ム 551 ， 663

家 賃 4,096 ,000 4, 164 , 100 68 , 100 

34，334 ， 6円61 お 555. 51円0 779 ， 15円1 
円 779 ， 15円1 

保 険 料 80，∞o 112,700 32,700 
一 般会計 r白、 ， 繕 費 250 ,000 240 ， 270 ム 9,730 I " 
lllJ途会 計 5，587，ωo 5，鴎7， 0閃 5 ， 587，ω。 諸 税 z士EhZt 費 120 ,000 171,389 51,389 

(号本警句) (2 ，21 0，∞0) (2，210，ω0) (2 ， 210，側0) 光 脅4 費 300 ,000 291 , 960 16 8 ,040 1 f 

(裂途竺十編会)
電 話 料 170 ,000 194 , 344 24 ,344 

(1，0∞.∞0) (1，ω0，000) (1 ，ω0 ， 000) tヨEhZ 議 費 50 ,000 64 ,730 14 ,730 

ぷE〉3、 計 1 39 ，921 ， 661 1 川町 | 帆151 1 交 F祭 費 150 ,000 101 ， 120 ム 48 ,880 

備 品 費 30 ,000 正ご〉 30 ,000 1 I 
1 一般会計決算書 (歳入〉 振 替 料 100 ,000 125 , 220 25 , 220 

科 目 | 予 算額 | 決算額 i 増減 (ム〉 支部 運営費 400 ,000 354 , 600 とと込 45 ,400 

福 利厚生費 50 ,000 36 ,000 t込 14 ,000 
経 常 収入 20 ,950 , 000 22 ,526 ,827 1,576 ,827 雑 資' 150 ,000 132 ,429 正己 17 , 571 
入 1士E込三 早人乙 1,950 ,000 2, 211 ,000 261,000 司昆 業 費 10 ,213 ,000 9, 649 ,443 ム 563 ， 557

会 費) 19,000 ,000 18 , 935 , 161 ム 64 ， 839 出 版 費 6,738 ,000 4,658 , 190 ム2 ， 079 ， 810
過 年 度会 費 図 書 費 320 ,000 117 , 970 ム 202 ， 030
次 年 度 会 費 780 ,666 780 ,666 

調 査 研 究費 880 ,000 756,540 ム 123 ， 460
終 身 メ2主'" 費 600 ,000 600 ,000 

t旨 導 費 535 ,000 560 ,355 25 ,355 
事業収 入 4, 900 , 000 4, 767 ,816 ム 1 32 ， 184 海 外 諸関係費 100 ,000 92, 900 ε込 7, 100 
広 ZE主3二 来} 1,500 ,000 1,123 , 200 ム 376 ， 800 名簿発 行 費 400 ,000 420 ,000 20 ,000 
山 日 記印税 400 ,000 380 ,000 ム 20 ， 000

山研 運営費 300 ,000 1,617 ,319 1, 317 ,319 
その 他印 税 297 ,865 297 ,865 70周年記念事業費 440 ,000 738 ,369 298 ,369 
刊 行物売 上 2,500 ,000 774 ,820 ム1 ， 725 ， 180 その 他 事業費 500 ,000 687 ,800 187 ,800 
そ の {也 事業 収入 500 ,000 1, 218 ,500 718 ,500 

予 備 費 2 ,000 , 000 2, 553 ,500 553 ,500 
山 研使 用 料 973 , 431 973 ,431 

未 払 金 1,812 ,000 1 ， 812 ， 00目
雑 収 入 1,100 ,000 1,175 , 518 75 , 518 

基本財産編入引当金 1 ， 950 ， 0目。 2,210 , 000 260 ， 目。。
軍リ 息、 300 ,000 354 , 250 54 , 250 

仮 守ム 金 280 , 000 280 ,000 
山 岳 診療助成 金 500 ,000 500 ,000 

別途 積 立金 1 ， 000 ， 0目。 1, 000 , 000 
そ の 他雑収入 300 ,000 321 , 268 21 , 268 

山研建段費立替金 4,282 , 033 4,282 ,033 
寄 付 金 200 , 000 200 , 000 

E十 1 28 , 571 ,000 1 33 . 555 ,510 1 4,984 ,510 
山 研寄付金 1, 029 ,872 1, 029 ,872 翌 年 度 へ の繰 越 1 3,081,098 1 779 ,151 1ム 2 ， 301 ， 947 1 I! 
未 収 金 4,227 ,244 4, 159 , 774 よと〉 87 ,470 一 般会計合計 1 31 , 652 , 098 1 34 , 334 , 661 1 2, 682 , 563 

過年度未収 金 1, 235,364 1, 235, 364 3. 別途会計(編入内訳〕

仮 払 金 1,930 ,000 1, 930,000 
科 目 | 繰 越 ! 歳 入 | 歳 出 | 護 年 喜

刊行物等ヲ乞と未収金 1,061 ,880 994 ,410 〈斗 67 , 470 
円 600 ， 00円0 

円 2 ， 530 ， 00円0 計 1 3 1，夙244 1 札肌ω7 1 明日3 終身会費積立金 1, 930 ,000 

前年度からの繰越金 | 
ノレーム基金積立金 257 ,000 200 ,000 457 ,000 

図書購入費積立金 40 ,000 40 ,000 

一般会計合計 1 31 ， 652 ， 098 1 3同4 ， 661 I 2 , 682 ,563, 退職給与積立金 150 ,000 200 ,000 350 ,000 

〔歳出〕
メE』3 言十 1 2, 377 ,0001 1 ，∞0 ， 0001 1 3 ,377.000 

4 . 引当金 円

| 予算 額 | 決 算額 | 増減 ω科 目 越 | 歳 入 | 歳 出 | 護 年 富|
運営管 理 費 1 1 ~… 1 1 ~ … |ム … 編入引当金| 1 2, 210 ,0001 
手当 2 ， 700 ， 000 1 2,701 ,200 1 1, 200 計 l 1 2, 210 ,0001 1 2,210 ,000 

• (1) 1 

第 一 静ー 演一一 演ー現 一 都九 日 九専九 明大八 談会 六小地集2￡彦'"、 六催登隊山六 祭 六 映画会 五 四
三 一 大 O と 00 と O 地 O 岳旦委 E 大月 旦 ~1 ~ ill~ 月 月昼 集警2コE 告
回月 テ 月 映月月 映月小 月連ニ ーヒ ーチ一一 一 一 一
会 ニ ラ 三映詩 画 二 二日央講画 二 集 ーダ 子 マ O ユ O 四 一 ::- ~O 一 「 九 三 会 の員 O ム O 函師の八五函 師 の O 会入ウ O ェ O ノレ ! 日ホ 三一 ぉ

議カ「模有 r-. ....， 模有 集中 i ギ レチ ン ニノレ に と

望 7 雪 Z 恒 査 型EZ 包 ( 型 五品ι 聖ー ? 望 ; 聖 ヒ 聖ー 華i室山 言ニ 三 望号」 望事長書 量会 置一 報 ー ス 氏・七 図 ス氏 京東 七 登山日 ロ 一 報とEヒ3 一 報ー マ ー ユ レ 九 ー に
(入 告 七ノレ、 毎 O ノレ、 ・ 0 五( 四告三 l 二 第 l ス 回( の湯 岡 固に: ~周草花 小九周〈 璽 固私 回 国 ル回 ハ ニ オ 高省 ト J 仏R 小宮 里必要
島 小 ( 案 立 ホ年換 立西 段年 費山 ニ (案 芸館 小(案会( 報 小( 者地 二 1 、芸女者地 エ 主会 会義会 集 木 つ道 l 記会つ 政小a回'"二 会記 二 本 集本4i< 本メ4i< 告 d集4i<志 本dコb2hZ -F 他 ス 会盆R台a 
館会 会会」郎 ノレ念」館念六会 会 会 現回ニと ト
'-" ,. \，._/・ ・ 氏) 誘 氏)議)回'-" .. '-" ..'-"..""-' . . '-"~ft: \，._/tI3'-'共子〉ン'-" .. '-" 

( 6 ) 



山 372-1 976 ・ 6 (第三種郵便物認可)

財産目録

昭和 51 年 3 月 31 日現在

1.基本財産

種 類 預 入 先

貸 付 信託 日本信託銀行本店

金 銭信託 同 上

貸付信託 三井信託銀行本店

金 銭信託 同 上

ぷZh3 言↑

5) 刊行物 ・ 服飾品棚~p現在高

摘 要

刊行物(山岳・山岳覆刻版等〉

服飾品， 記念品(ネクタ イ・灰皿等〕

|金 額 | ~ 計

1 ， 780 ， 000円

241,557 

790 ,000 

1,413 

I 2,81 

預入先

利根川商事株式会社

2) 現金および預貯金

種 類 預 入 先

普 通預 金 三和銀行本郷支店

協和銀行神田支店

東京銀行本 店

定 期預金 三和銀行本郷支店

振 替預 金 東京振替貯金課

合計 |

一一一!金 額
33 ， 578円

4,014 ,062 

162,627 

19 ,339 
2,000 ,000 

136 ,545 

| ム 366 ， 151

3〉建物(上高地山岳研究所〉

l 場 所 | 長野県献曇郡安曇村上高地国有林 114 1.-、林崎 |
構 造 | 鉄筋コシタリ ート 造(一部木造) 1 棟 100ωm2 I 

4) 未収金・仮払金

摘

過年度未収金

歳入決算額

仮 払 金
銭入決算額

刊行物売上未収金

歳入決算額

差引合計

要 | 金 額

金 書買

1 ， 272 ， 540円 1

2,026 ,900 I 

3 ， 29ゆ， 440 I 

6〉 図書

|種類 l 摘 要 i 冊数
和 書 (50 年度受入冊数 97 冊) I 3 ， 352 珊

洋書( " 35 舟) I 1 ， 303 冊

社団法人 日本山岳会昭和50年度収支決算書及び財産目録を監

査し，正確妥当なことを認めます。

昭和 51 年 4 月 8 日

社団法人日本 山 岳会

監事林 和夫

監事太田 敬

7) 什器備品

宛名カ ー ドケース( 1 )，新刊書ケース(1 )，セフネス金庫( 1 ) , 

宛名印刷機( 1 ) ， ロ ーヤルタイプライター( 1)，電話( 1 )，雑誌

棚 (4)，折りたたみ絡子(47)，机・テープノレ(17)，スチーノレ黒板

(2 )，両開書庫( 8 )，ファイリングキ ャ ピネット (6 )，マップロ

ッカ ー( 1 )，コ ンパッタ移動書庫( 4 )，キーパー引遠書庫(2 ), 

移動式踏台( 1 )，スチ{ノレ書架(4 )，組立用本棚(1 ) ， スグリー

ン( 1 )，ホーノレスタンド(3 )，手援金庫( 1 )，複写機(1)，タイ

プスタンド(2 ) ， 電気冷蔵庫( 1 )，応緩セット (1 )，折りたたみ

運搬車( 1 )，耐火金庫(1 )，テープレコーダ-( 1 )，卓上電算機

( 1 ) 

8) 絵画

・北穂高岳滝谷 (足立源一郎， 油-25) ・北穂高岳主峯(足立源

一郎， 治ー25) ・ 或朝の槍ヶ岳(足立i原一郎， 油ー25) ・ 槍ヶ岳

(足立源一郎，油ーP 8) ・群猿(石井鶴三墨絵〉 ・ 鳥〈石井

鶴三， 墨絵〕 ・徳本峠から穂高連峰(石田吟松， 塁j絵〉 ・ 富士山

麓(茨木猪之吉，泊-A25) ・ 伊豆半島(茨木猪之吉，泊-10)

・ 針之木峠(茨木猪之吉， 7由一10) ・初冬の両神山(茨木猪之

吉，油ー10) ・モンプランメ ーノレドグラ ス(シュラギットワイ

ト，エッチング)・北岳(高速宏，版函〉 ・ 白馬岳〈中村清太

郎， 泊A-50) ・ 田代池の白犠(中村清太郎，油一変型6) ・ 後

立山連峯(中村清太郎，水彩〉 ・ 槍ヶ岳初夏(中村清太郎，泊-

10) ・ユングフラウ(山里寿男， 油ー10) ・ 潤沢より北穂高(山

里寿男， 水彩-6 ) ・カンチェンジュンガ(矢崎千代子， パステ

ノレ函〉 ・ プカヒノレカノノレテ(渡辺九郎，水彩)

1 ， 235 ， 364円

ム 1 ， 235 ， 364

1,930 ,000 

ム 1 ， 930 ， 000

1,061 ,880 

ム 994 ， 410

67 , 470 

雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
岸
記
念
体
育
館
〉

三
月
一
三
日
t

一
五
日
高
所
登

山
研
究

会
ハ
立
山

・

文
部
省
登
山
研
修
所
〉

ω

講
習
会

-
四
月

一
一一
一
一
日
t

五
月
四
日
海
外
登
山
研

修
会
(
ネ
パ

i

ル
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
懲
)

・
五
月
一
一
四
日
i

一
一
五
日
第
一
五
回
登
山

技
術
諮
習
会
(
谷
川
岳
)

・

入
月
一
O
日
l

一
六
日
穂
高
潤
沢
テ
ン

ト
集
会
(
潤
沢

、

上
高
地
)

-
一
一
月
一
一
一
一
日

t

一
一
一
ニ
日
第
一
六
回
登

山
(
雪
上
)
技
術
誌
習
会
(
富
士
山
)

2

登
山
施
設
の
改
善
、
そ
の
他
登
山
の
た

め
の
適
切
な
事
業

上
高
地
山
岳
研
究
所
を
六
月
よ
り
一
一

月
ま
で
関
所
。
集
会
、
青
年
懇
談
会
、
婦

人
懇
談
会
、
高
所
登山
委
員
会

、

図
書
委

員
会
に
よ
る
研
究
会
を
開
催
し
た
。

3

山
岳
遭
灘
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す

る
企
画
お
よ
び
指
導

-

一
二
月
六
日
支
部
長
会
議
(
本
会
〉

-

一
一
一
月
六
日
創
立
七
O
周
年
記
念
晩

餐
会
(
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
〉

-
一
一
一
月
一
九
日
第
一
ニ
一
一
九
回
小
集
会
日

忘
年
会
ハ
本

会
)

-
一
二月
一
一
一
日
第
一
一
一
一
ニ

O
回
小
集
会

U

も
ち
つ
き
大
会
〈
綾
瀬

・

観
音
寺
)

・

一
月
一
五
日t

一
八
日
第
一
二
一
二
一
回
小

集
会
日
ス
キ
l
親
陵
会
(
八
方
尾
根
)

・

二
月
一
一
一
日
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ゲ
I

氏
歓
迎
会
(
湯
島
会
館
)

.
一
一月
二
O

日
第
一
一
一
一
一
一
一
一
回
小
集
会

U

支
部
懇
談
会
(
伊
吹
山
〉

-

一
一
一
月
一
七
日
山
岳
史
懇
談
会
リ
旧
制

甲
南
高
校
山
岳
部
の
足
跡
ハ
本
会
〉

講
師
日
香
月
慶
太
氏
、
田
口
二
郎
氏

-
一
一
一
月
二O

日
第
一
一
一
一
一
一
一
一
一
回
小
集
会
日

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(
本
会
〉

・
三
月
三
O

日
山
岳

図
書
を
語
る
タ

講
師
u
関
根
吉
郎
氏
(
本
会
)

ω

研
究
会

・
一
二月

一
一
日

( 7 ) 
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昭和 51 年度収支予算書(案)
自昭和 51 年 4 月 1 日

1. 総括表 至昭和 52年 3 月 31 日

区分 | 事算金|警算暴|差ヲ|残高 14U2九畑霊
| l' "'-~ I I への編入 1 へり眠越

一般会副 29，則。叫をお:部門 1，削刷円1 <仰川)円I 1，削01円
別途会計| 明000 I 川柳 I 3,377,000 1 <川000 ) I 肌附
合計 | 帆卯1 I 30，525， 0∞ | 仰01 1 <帆ω0) I 4 ， 1削1
2. 一般会計予算書(歳入〉

科 目 | 予 算 額 |前往時割 増減(ム〉
経常収入 1 21 ， 250 ， 000 1 20 ,950 ,000 I 300 ,000 

入 会金 I 2,250 ,000 I 1,950 ,000 I 300,000 

会 費 I 19,000 ,000 I 19 ,000,000 

次年度 会費

終身会費

事業 収入 1 6 ， 211 ， 000

広告料 I 1,225 ,000 

山日記印税 I 456 ,000 

その 他印税 I 2,230,000 

刊行 物売 と I 500 ,000 

そ の他 事業 収 入 I 800 ,000 

山研使 用 料 I 1,000 ,000 
雑収入 I 1 ,100 ,000 I 1, 100, 000 
利息 1 300 ,000 1 300 ,000 

山岳診療助成金 500 ， 000 I 500 , 000 
その 他雑収入 300 ， 000 I 300 , 000 
未収金 360 ， 750 1 4 ， 227 ， 244 1ム3 ， 866 ， 494

過年度未収 金 I I 1,235 ,364 Iム1 ， 235 ， 364

仮払 金 1 1,930,000 1ム1 ， 930 ， 000

刊行物等えk未収金 360 ， 750 I 1,061 ,880 Iム 701 ,130 

小 計 1 28 ， 9丸750 1 31 ， 177 ， 244 1ム2 ， 255 ， 494

前年度からの繰越金 1 7乃， 151 1 474,854 1 304 ,297 

一般会計合計 1 29 ， 700 ， 901 1 31 ， 652 ， 098 1ム 1 ， 951 ， 197

4,900 ,000 I 1,311 ,000 

1,500,000 Iム 275 ， 000

400 ,000 I 56 ,000 

I 2,230 ,000 

2,500,000 Iム2 ， 000 ， 000

500 , 000 I 300 , 000 
1,000 ,000 
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∞
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ω
4
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日u
M
G
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創
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山
川
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初
ω
ロ
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恥
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山
一
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一勧
一
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丸
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9
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久
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l
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U

幻
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一し
一I
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-
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百
，
‘

増減 (ム〕

1,834,000 

600 ,000 
20 ,000 

150 ,000 

200,000 
804 ,000 

40 ,000 

10 ,000 
30 ,000 
30 ,000 

各
大
学
医
学
部
、
山
岳
部
に
よ
る
夏
山

診
療
所
開
設
(
七
月
1

八
月
)

(
槍
ヶ
岳
、
五
色
沼
、
唐
松
、
三
俣
山
荘
、

白
馬
岳

、

合
戦
小
屋

、

立
山
、
尾
瀬
〉

4

自
然
保
護
活
動

環
境
庁
と
の
連
け
い
を
密
に
し
、

国
立

公
圏
内
に
お
け
る

山
岳
地
の
自
然
保
護
へ

の
協
力
。

5

海
外
登
山
の
指
導

海
外
登
山
に
お
け
る
無
事
故
登
山
を
目

的
に
適
切
な
指
導
を
行
な
う
。

S

機
関
紙
な
ど
の
発
行

ω

「山
岳
」
六
九
年
日
一
一
一月
発
行

ω

会
報
「
山
」
第
三
五
八
i

三
六
九
号
発

行

ω

「
山
日
記
」
一
九
七
六
年版
u

一
一
月

発
行

ω

「高
所
登
山
研
究
」
の
刊
行
(
山
と
渓

谷
社
〉

ω

七
O
周
年
記
念
出
版
と
し
て
「開催
刻

日
本
の
山
岳
名
著
」
の
刊
行
(
大
修
館
〉

7

目
的
を
同
じ
く
す
る
外
国
と
の
情
報
交

換
ω

三
0
カ

国
六
O
の
団
体
と
の
情
報
を
交

換
し
た
。

ω

U
I
A
A

総
会
ハ
九月
四
日
i

六
日
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
オ

ー

バ
ー
タ
ウ
エ
ル
ン
)

に
会
員
・

佐
藤
テ
ル
氏
が
出
席
し
た
。

昭
和
引
年
度
事
業
計
画
(案
)

-
登
山
の
指
導
奨
励
に
必
要
な
集
会
・
研

究
会
・
講
習
会
の
開
催

ω

集
会

・

小
集
会
(
報
告
会
、
誘
習
会
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
)
本
会
、
そ
の
他
一
五
回

・

ウ
￡
ス
ト

ン
祭

七

高
地

六
月
六
日

・
山
岳
図
書
を
語
る
タ
本
会

・
山
岳
史
懇
談
会
本
会

・
山
岳
図
書
交
換
会
本
会

・
年
次
晩
餐
会
一
一
一

月

四
日

.

来
日
外
国
登
山
家
と
の
交
歓

ω

研
究
会

-

高
所
登
山
研
究
会

ω

展
覧
会

・
山
岳
絵
画
展

2

登
山
施
般
の
改
普
そ
の
他
登
山
の
た
め
一

の
適
切
な
事
業
一

・
上高
地
山
岳
研
究
所
関
所

一

五
月
l

一
一月

一

3

山
岳
遭
世
間
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す
一

る
企
画
お
よ
び
指
導


・

夏
山
診
療
所
関
所
七

月
l

八
月
一

(
槍
ヶ
岳
、
五
色
沼
、
唐
松、
一ニ
俣
山
荘
、

一

白
馬
岳
、
合
戦
小
屋
、
尾
瀬
、立
山
)

一

・

雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催

一

・

雪
氷
登
山
技
術
講
習
会
の
開
催
富
士
山

一

4

自
然
保
護
活
動
の
推
進
一

・

国
立
、
国
定
公
圏
内
に
於
け
る
自

然
保
護

一

活
動
に
協
力
一

5

海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
指
導
一

・
イ
ン
ド
登
山
財
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
、
一

カ

ル
ワ

ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
(
イ
ン
ド
〉
に
ナ

一

ン
ダ
・
Jア
ヴ
ィ
縦
走
隊
と
カ
メ

ッ

ト

峰
登

一
〉

山
隊
(
女
子
隊
〉
を
派
遣
す
る

一
8

・

パ
ミ
1

ル
・
コ

l

カ
サ
ス
国
際
キ
ャ
ン
プ

一
〈

に
参
加
す
る

一

・

海
外
登
山
に
お
け
る
無
事
故
登
山
を
目
的

一

に
会
員
へ
適
切
な
指
導
を
行
う
。

-

S

機
関
健
な
ど
の
刊
行
一

「
山
岳
」
七
一
年発
行

一

・

会
報
「
山
」
第
三
七
O
号
i

一
一一八
一
号
発

一

行

一

・

「
山
日
記
」
昭
和
五
二
年
版
編
集
発
行
一

・
「
高
所
登
山
研
究
」
編
集
、
発
行

一

・
「
穏
刻
日

本
の
山
岳
名
著
」
第
二
期
を
一

企
画
、
編
集

一

・
晶
子
生
部
「
年
報
」
発
行
一

・
「
登
山
技
術
」
(
改
訂
版
〉
企
画
、
編
集
一

7

目
的
を
同
じ
く
す
る
国
内
お
よ
び
国
外
一

団
体
と
の
連
絡
を
と
り
情
報
の
交
倹
を
行
一

・
つ


・

U
I
A
A
総
会
へ
の
代
表
派
遣

一

S

そ
の
他
一

・
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
事

一

業
を
行
な
う
。



-昭和 51 年度除籍者氏名

会員番号 | 氏 名 | 支
王置誠一
熊谷とも子
増田昌司
島田興史朗
山岡隆三

竹田 吉文

松方峰雄
川泉毅
村石幸彦
石田寿郎
小堤達雄
秋山正人
井村英明
稲田房子
古屋 勝彦
松島利夫
三方淳男
上田富雄
鈴織英夫
青木 敏
石川 正弘
伊吹一郎
木村泰助

白井和彦
佐藤 俊三
星野 手口久
関口博敏
八巻 立
国i商科大学
体育会山岳部

‘渡辺正明
John Logan 

Kemplel 
荒井文隆
土肥 芳則
上原真一
柳川i 秀夫
青山原大

372-1976 ・ 6 (第三種郵便物認可〕山

部 | 会員番号 i 氏 名 | 支
7611 川茨倉 昌子
7616 1中島田青
7620 1安川 抑j
7674 はE辺百合子
7676 川、柳せい子

7678 ト吉田久枝
6799 仁大久保 主主| 北海道
7059 I宮下弘 "
7104 I LlJ本直也 "
7228 1 ì可西憲二 1 " 

7加 |国笑貞雄"
7113 1 1滋野紀夫 | 岩手
4初1 ι栗山小八郎 | 秋田
3230 幅島商業高校| 福島
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一也
桂
行
学
会

彦
倶
志
三
健
秀

守
一

夫
巳
司

名

一蹴4
儲
大
岳
街
矧
酌
佐

t

膨
F

「
啓
監
田
和

一
部

に
山

二
、

一谷
本
本

u

弥
一
際
口
成
谷
木
藤
岡
藤
田
藤

氏

一副
都
肱
岡
鵬
刷
酌
前
出
動
倒
閣
例
府
創

一
回
す一

一
L
T

-

1
4
5
2
0
9
8
3
4
5
3
6
1
5
1

一
4
昔

-

p
b
6
B
7
0
9
2
5
5
6
8
a
u
5
5
5

国
員

一
日
日

M
日

ω
ω
ω
ω
ω

叩
η
η

九
九

四四

一
会
一

五
剛

一西
陰
間
州

一
一

'
'
m
m
M
P
H

，
，

H
H
'

九

二
又
一
関

山
福

東

コ
一
孝
明
治
司
三
郎
明
雄

滋
津
夫

-一
雄
航
平
夫

云
，
一
ー
義
祐
洋
俊

太

真
志
敏

潤
富
伝

秀

「
一山
山
尾
田
岡
械久村
島
田
田
中
村
戸
村
田

一E

一
西
神
西
徳
安
吉
知
中
寺
原
合
田
中
模
重
小

田
す
一

J
E

一
7
3
8
3
7
1
5
8
3
1

5
2
7
3
5

1

二
期一蹴
航
…
波
市
捌
m
w
m
m抑
制
航
似
似
町

ム
冨

立
ロ

3784 

4151 

会
務
報
告

4

月
理
事
会

(
4月
9

日
午
後
6
時
本
会
ル
l

ム
〉

マ
出
席
者

今
西
会
長
、
織
内

、

望
月
各
副

会
長
、
浜
野
、
高
速
、
山
本
健

、

小
倉
、
大

森
、

皆
川
、
大
倉

、

黒
石
、
田
村
俊
、
神
崎
、

橋
本
各
理
事
、
林
、
太
田
各
監
事
、
浜
野
、

折
井
、
宮
下
各
評
議
員

委
任

近
藤
、
山

本
良
、
原
、
浜
口
、
浅
田
各
理
事

マ
議
案

・

昭
和
ω
年
度
事
業
報
告

103 名

(
浜
野
〉

承
認

・

昭
和
ω
年
度
収
支
決
算
お
よ
び
財
産
目
録

(
高
速
)

承
認

・
山
研建
設
関
係
収
支
決
算
(
山
本
健
〉

承
認

・

昭
和
日
年
度
監
事
候
補
者
の
推
薦
が
評
議

員
会
で
行
な
わ
れ
た
(
浜

野
〉

合計
7
5
2
1
4
2
8
9
4
8
6
6
6
0
8

9

1

6

6

0

 

0
0
6
7
8
0
6
8
5
0
2
4
1
6
3
8
5
2
4
2
 

3
1
0

1

2

3

4

7
1
3

6

7

6

4

5

6

9

5

7
4
 

FD

a
u
n
t

勾
4

戸d
F
b
a
u
q

d
n
b
n
b

氏
u
a
v
p
b
q
'
q
d
A

噌
4

隼

F
O
R
b
w
b

3384 

4371 

4402 

4784 

4792 

4831 

4878 

4946 

4978 

4985 

5133 

5702 

5772 

5847 

5952 

6110 

6112 

6149 

6170 

6179 

6265 

6483 

6517 

6533 
6767 

6808 

6923 

6987 

7085 

7101 

7200 

7376 

7388 

7400 

7405 

7535 

候
補
者

敬
氏
、
飯
野

太
田

h
v報
告
事
項

・
ナ
ン
.
タ・
デ
ヴ
ィ
登
山
隊
(
宮
下
〉

渡
辺
兵
力
総
隊
長
は
健
康
上
の
理
由
に
よ

り
遠
征
中
止

-

カ
メ
ッ
ト
登
山
隊
(
黒
石
)

準
備
は
順
調
に
進
展
し
て
い
る
。
出
発
予

定
4

月
お
日

-

山
研
(
小
倉

〉

オ
ー
プ

ン
予
定
5

月

2
日

-
集
会
〈
神
崎
〉

日
年
度
計
画
は
各
委
員
会
行
事と
同
時
に

検
討
し
、
企
画

・

指
導
〈
大
倉
)

第
口
回
登
山
技
術
講
習
会
5

月
忽
日
i
u
品

目
、
穂
高
、
岳
沢

・
海
外連
絡
(
田
村
俊
)

今
年
度
U
I
A
A

総
会
(
ス
ペ
イ
ン
・

バ

ル
セ
ロ
ナ
)
に
織
内
副
会
長
出
席
予
定

1 
日
f、

木
、J

ル
ー
ム
日
誌

(
日
年4
月
〉

登
山
講
座
研
究
会
、
ナ
ン
ダ

.

デ
ヴ
ィ
委
員
会

指
導
委
員
会
、
婦
人
部
集
会

婦
人
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会

海
外
連
絡
委
員
会

理
事
会
、
評
議
委
員
会

集
会
委
員
会
、
婦
人
ヒ
マ
ラ

ヤ
研
究
会

学
生
部

2

日
(
金
)

5

日
〈
月
〉

8

日
(
木
〉

9

日
(
金
)

ロ
日
(
月
)

日
日
(
火
)

一
子
氏

了
承

1916 
日日

3 を !
婦
人
懇
談
会

集
会
委
員
会
、
婦
人
ヒ
マ
ラ

ヤ
研
究
会

支
部
長
会
議

総
会

集
会
委
員
会

登
山
技
術
書
編
集委
員
会

カ
メ
ッ

ト
壮
行
会

四
月
中
来
室
者
四
二
O
名

μ
日
ハ
土
)

お
日
ハ
月
)

幻
日
(
火
)

異

会

員

動

退
会
者

三
三
七
三
健
勝
幸
次
郎
(

日
・
4

・

3
)

一
一
一
一
四
一
三木正

一
(
日
・4
・

5
)

六
O
八
三
健
勝
政
治
(
日
・
3
・
氾
)

七
六
三
一
大
久
保
顕
成
(
日
・

3

・
む
〉

六
九
七
五
上

野
武
ハ

以
・
3

・
況
〉

五
九
六
六
斎
藤
哲
雄
(
日

・
3

・
幻
)

五
三
六
O

柴
図
晴

彦
(
日
・3

・
引
む

五
五
回
三
若
井
秀

友

(
日
・3

・
引
む

三
九
O
三
村

川
経
一
郎
ハ
日
・
3

・
泊
)

四
九
O
O

塩
原
節
子
(
日
・
3

-

m
)

改
名
者

七
二
八
六
亀
雨
弘
昭
(
日

・
4

・

M
M
)

物
故
者

六
六
二
八
細
井
孝
雄

〔
訂
正
〕

「
山
」
一
ニ
七
一
号
会員
異
動
欄
の
う
ち

、

退
会
者
松
田
柳
子
と
あ
る
の
は事
務
上
の
手

違
い
の
た
め
取
消
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・

同
号
U
頁
二
段

一1

一
一
行
目
「
一
ニ
入
の
女

性
が
:
:
」
は
「
二
人
の
女
性
:
::
」
に
訂

正
。

昭
和
五
十
一
年
六
月
二
十
日
発
行

ω

東
京
都
文
京
区
湯
島
一l
六
l

一

利
根
川
商
事
側
さ
く
ら
ピ
ル

発
行
所
制
店
日
本
山
岳
会

発
行
者
今
西
錦
司

編
集
代
表
大
森
久
雄

〈m
)
一
一
一
一
八
六
ハ
代
表
〉

振
替
口
座
東
京
三
|
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

( 9 ) 
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ト
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目
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M
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盛
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日
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冠
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な
る
~
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な
A
R
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時
五
奄
ニ
み
が
いU

け
h
p
f也.
ピ-z
z
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-
宅
z
t
A
W
+
2
.

な
乞
ろ
ん
朋
V
す
品
川6
3

Aι
ι
z

民
自
品
ん
『

.
γす
す-
H
J

日
a
e
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引

と
、Z
Z
M
宇
警
号
去

を
ま
ら
え

Z

ム
ルS

忠
史
告
はt
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z
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守
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。タ

イ
4
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S
I

H
-
-可向

h
I
g件

"
肉

g
s
-
d

u山
・
十
'
守

l
e
-
v
f
h

u
J
 

a
-

巴且
へ
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登山とスキー具
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東京都中央区日本橋通 2-1
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原
有
徳
小
さ
な
項

北
海
道
の

小
さ
な

山

の
頂
き
と
頂
き
そ
の
も
の
が

小
さ

い

の
と
。

A

五
判

三
五
八
頁
定
価
二
九

O
O
円

( 10 ) 

山

下

夫

か
ん
あ
お
い

高
山

植
物
に
精
通
し
、
山

の
花
、
野
の
花
を
愛
し
綴
っ
た
紀
行
集
。

A

五
判
三
O
三
頁
定

価
二
六
O
O

円

初
見

一
雄

す
こ
し
昔
の
話
幅
一
敏

北
千
鳥
や
樺
太
国
境
で
の
特
異
な
体
験
を
混
え
た
青
春
放
浪
記

。

B

六
判
三

三
四
頁
定
価
一
二

O
O
円

川
崎
精

雄
雪
山
・
薮
山

会
津
や
越
後
の
山
々
の
旅
怖
を
吐
露
し
た
詩
味
溢
る
紀
行
随
恕
。

A

五
判
三
四
O
頁

定
価
二
一

O
O

円

麻
生
武
治

我
が
ス
キ
i

シ
ュ
プ
ー
ル

万
年
青
年
タ
ケ
さ
ん
の
生
き
て
い
る

近
代
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
史
。

B

六
判
三
八
八
頁
定

価
三
四
O
O
円

坂
本
直
行

の
本

原
野
の
生
活
は
自
然
の
も
つ

厳
し
き

、

暖
か
き
美
し
さ
が

交
錯
し
て
香
り
高
い
ロ
マ
ン

を
奏
で
る
。

i閲 [臥;払よ山

i努 l倍;詰!譲底
i靖胡言記己ð l ~医iP詐j??

場

日

本
山
岳会
編

一九
七
六
年
版山
日
記

山

好
き
同
志
の
贈
り
物
/

し
ゃ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
カ

ー

ド
っ
き
。

A

六
ポ
ケ

y

ト

判

定
価
九
五
O
円

-
お

買

上
、

ご
注
文
は

最
寄
り

書
店
で
ど
う
ぞ
/

若
渓
堂

⑮
一O
一
東
京
都
千
代
図
区
神
田
駿
河
台
ニ
の
一

電
話
0
=
γニ
九

一'
九
四
四
ニ
撮
替東
京
八
よ
一
四
七
二
三
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-

1
E

…ra
p
-……::
iJj
J
E
W
…
川
崎… 2

5

隠
魅
せ
ら
れ
恕
…
山
…
…

箔
寓

…晶
\

:e
a
一
週

:2
d
u
u

…
一
探
検
察ーさ
W
H
a
t

-

一挙
一
一
泌
一億

ア
ル
ダ
ン
・
セ
ミ
ョ
l

ノ
フ
著
*
田
村
俊
介
訳
*
A
5
判
*
ニ
、
五O
O
円

ロ
シ
ア
で
最
も
著
名
な
地
理
学
者
で
あ
り

「
ロ
シ
ア
探
検
家
の
父
」
と
詣
わ
れ
た
ピ
ョl
ト

ル
・
ベ
ト
ロ

l

ヴ
ッ
チ

・
セ
ミ
ョ
l

ノ
フ
の
伝
記
で
あ
る
。
セ
ミ
ョ

l

ノ
フ
は

一
八
五
六
、
五
七
年
の

二
回
に
わ
た

り
、
中
央
ア
ジ
ア
探
検
を
行
な
い
、
異
種
族
の
度
重
な
る
襲
撃
下
を
コ
ザ
ツ
ク
に
守
ら
れ
な
が
ら
天
山
山

脈
の
奥
地
へ
入
り
こ
ん
で
探
索
を
続
け
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ョ
l

ノ
フ
に
続
〈
ロ
シ
ア
探
検
家
群
を
綴
る
。

i

i

i
 

…J
一
一
一
一

言

-t
…誕

…

事
沼

~~
~
~
小
中
小

…~
ド
の減
一混
一一

田
村
俊
介
編
*
A
5
判
*
二
、
五O
O
円

長
い
間
、
ソ
連
領
パ
ミ
l

ル
は
世
界
に
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
が
、

一
九
七
四
年
、
国
際
パ
ミ

l

ル
・
キ

ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
雄
大
な
る
全
容
を
現
わ
し
た
。

本
書
は
、
そ
の
際
の
レ
l

ニ
ン
峰
遠
征
登
山

記
に
加
え
、
パ
ミ
i
p
全
般
の
地
理
や
探
検
史
に
つ
い
て
記
述
し
、
諸
々
の
資
料
を
収
録
し
た
。
パ
ミl

ル
に
関
す
る
書
物
の
少
な
い
わ
が
国
で
、
本
書
は
、
パ
ミ
l

ル
を
志
す
人
々
の
よ
き
参
考
と
な
ろ
う

。

Z
ヴ
山
叫
ん

…
…
民

…
…
ド

一登
環
器

ジ
ェ
l

ム
ス
・
ア
ル
マ
ン
著
*
丹
部
節
雄
訳
*
A
5
判
*
ニ
、
五
O
O
円

本
書
は
、
一
九
六
三
年
ノ
l

マ
ン
・
デ
ィ
レ
ン
フ
ァl
ス
を
隊
長
と
す
る
ア
メ
リ
カ
・
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
遠

征
隊
登
頂
の
公
式
記
録
で
あ
り
、
記
録
係
ジ
ェl
ム
ス
・
ア
ル
マ
ン
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
世
界

の
屋
根
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
君
臨
す
る
世
界
最
高
の
巨
峰
に
ど
の
よ
う
に
挑
ん
だ
か
、
物
量
と
科
学
調
査
に
も
と

づ
い
た
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
山
岳
関
係
者
の
間
で
貴
重
な
登
頂
記
録
と
評
価
さ
れ
る
好
著
で
あ
る

。

川
冬
の
ア
イ
ガ
ー
北
壁
初
登
挙

川
ト
ニ

l

・
ヒ

l

ベ
ラ
l

著
*
横
川
文
雄
訳
*
A
5
判
*
一
、
ニ
O
O
円

刊
永
い
問
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
限
り
な
い夢を
か
き
た
て

、
幾
多
の
生
命
を
奪
っ
て
き
た
真
黒
な
怪
奇
な
ア
イ
ガ
ー
北
墜
に
、

・2

四
人
の
ザ
イ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
が
挑
ん
だ
。

一
九
六
一
年
三
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。
計
画
者
・
ヒ
l

ベ
ラ
ー
が
仲
間

開
選
ぴ
か
ら
計
画
の

完
成
、
実
行
ま
で
を
克
明
に
記
し
た
，
冬
の
ア
イ
ガ

ー
北
壁
初
登
拳
成
功
e
の
全
記
録
で
あ
る
。

問
、
ダ
ウ
ラ
、
キ
リ
登
頂

川
マ
ッ
ク
ス
・
ア
イ
ゼ
リ
ン
著
*
横
川
文
雄
訳
*
A
5
判
*
一
、
五

O
O
円

川
こ
の

書
は
、
一
九
六
O
年
五
月
、

地
上
に
残
さ
れ
た
八
O
O
O
m

未
登
峰
，
白
い
山
・
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
。
に
挑
み
、
初
登

山
項
に
成
功
し
た
マ
ッ
ク
ス
・
ア
イ
ゼ
リ
ン
指
搬
に
よ
る
ス
イ
ス
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
の
公
式
報
告
書
で
あ
る

。
偵
察
と

川
輸
送
の
た
め
に
小
型
飛
行
機
を
使
い
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
史
に
新
し
い
頁
を

書
き
加
え

た
こ
の
遠
征
隊
の
全
記
録
で
あ
る。

山
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